
JPOPM-4 まとめ



JPNIC Update

• 指定事業者の全国分布をみて、それから地
方開催なども考えてはどうか？
– 現在JPNICでも検討している。

• 事業者説明会や申請内容などについて、事
業者名を伏せるなどして、ケーススタディとし
て公開してほしい。

– できるように検討する。



APNIC Update
• APNICでは、JPNICのようにインターネットの普及な

どについて活動するのか？
– APNICでは行っていない、アドレスポリシの運用において
不具合があるのであれば、OPMで提案するなどしてほし

い。

• ERXの対象ブロックについての基準はあるのか？

– 持ち帰り回答する。⇒終了までに回答済み

– APNICで何らかの説明文書があれば、JPNICでいったん
預かり、翻訳の上IP-USERS等で公開する。

– 問い合わせは、query@ip.nic.ad.jp



JPIRR Update

• ７月２４日にJANOG12と併催でJPIRR BoF
を開催する。



特殊用途PIの割当サービスの検討状況

• PIアドレスを割り当てるAPNICのブロックは特定の場所に固
めておいてほしい。
– End-Userの利便性などの面から現状そうしている。

– 将来的にもそうなるかは、状況によって変わるので、その都度検討し
たい。

• PIで割り当てられたブロックは公開してほしい
– 現状APNICで公開している。

• 2004年は遅すぎるのではないか？2003年度にしてほしい。
– IP事業部で検討します。３ヶ月以内に何らかのアウトプットを出す。

• 現在検討中のこのサービスの内容についてはコメントが特に
無かったので、今日紹介した方向で引き続きJPNICで検討を
進める。



ダウンストリームアロケーションの実
施について

• まだまだ問題点は多い

– 課金関連

– LIRと２次ISP間での連携について

• 実装しようとするとJPNICの課金体制そのものの変

更が必要となり、時間と費用が必要となる。
– 検討の継続について、JPOPMの参加者では判断できな

い可能性が高いので、この場での判断は避ける。

• 引き続き、中長期的な業務体制の検討などとあわ
せて、継続検討とする。



IPレジストリシステム開発検討状況

• 特にコメントなし。

• 状況が変化し次第、また報告。

• 別途指定事業者説明会で説明予定。



IPv6アドレスポリシーの課題

• 優先順位の変更等については特にコメントな
し。

• 今後のアクションとして、今回まとめた課題の
リストをAPNICのミーティングに持ってゆき紹

介する。



IPv6アドレス活用に関する家電メーカー

需要調査

• 今後

– まだ調査不足な感じがするので、さらに調査を進
めたい。

– ヒアリングを受けたい、コメントしたいというメーカー
等があれば、コンタクトしてほしい。



IPv６アドレスガイドの策定について

• マルチホームしたい人は、マルチホーム可能なアドレスブロッ
クを取れるようにべきである。
– ただし、ポリシーの話になる

– 議論の内容は、今回の議論をIP事業部でまとめ、そういうニーズがあ
るということをAPNICのミーティングで主張してくる。

• 心理バリアを取り除くなら、より具体的な内容なものの方が
よい。
– IPv4の基準に合わせる方法もあるが、IPv4はリージョンごとにルール

が異なるので難しい面はあるが、可能性はある。

• 心理バリアを取り除く目的でガイドを作成するということで
APNICミーティングで提案する。
– コメントがあれば、IP-USERSなどで議論する。


